平成2６年度　大阪府社会教育委員会議　第１回検討部会　概要
○日　時：平成26年５月19日（月）　14：00～16：00
○会　場：大阪府公館
○傍聴者：　一般：なし　　報道：なし
１　開　　会
２　挨　　拶
３　委　　員
　　　出席委員（５人）大脇委員、岡村委員、近棟委員、出相委員、村田委員
      欠席委員　なし
４　議　　事
（1） 提言概要（案）及び提言本文（案）について（資料２、３　参照）
　　　　　⇒　協　議
（２） 実践プランの前文（案）及び実践プラン（案）について（資料４、資料５（１～４）　参照）
⇒　協　議　
◆主な意見等
　　＜提言概要（案）について＞（資料２）
　　　　・意見等なし
　　
＜提言本文（案）について＞（資料３）
・今期の提言では「学びを実践に移していく」という大きな狙いがあったと思うので、P２の11行目の「参加者の確保や拡大に苦慮している」のところに「学びをなかなか実践に移せていない」ということも表現した方がいいと思う。
・P3の下から4行目に「社会教育行政には特定の分野や対象があるわけではないので」と表現されているが社会教育が幅広いことを強調するような「社会教育は学校外の教育活動全般を含み、また、子どもから高齢者までと対象も広いため」といった表現にした方がいいと思う。
・P3の最終行の下に「今までの教育コミュニティづくりの成果の蓄積」と「学んだことが活かされる社会にしていく」という観点の文章を追加して表現するといいと思う。
・P５の９行目の「孤立している人の孤独感が薄れている地域社会」という表現がわかりにくいので、「孤立している人との接点を生み出し、孤立している人を無くそうとする地域社会である。または、孤立している人を無くそうとする人がいる地域社会である」とした方がわかりやすいと思う。
・P5の16行目の「地域住民ができうる範囲」という表現は、地域住民に無理なことを要望しているのではないことを伝えられていていいと思う。それに加えて、本文のどこかに社会教育行政についても対応が可能な範囲内でできることを想定していることを書き加えておいた方がいいと思う。
・Ｐ5の下から3行目からP6にある「おせっかい」はいい意味で使われているが、逆に孤立している人を追い詰める可能性もあるので、多様性を認めあうという前提があって、そのうえで「おせっかい」を進めていくことがわかるように表現する必要があると思う。
・「おせっかい」は個人がするうえでは問題ないと思うが、グループや団体が行うと圧力になりかねないので、どこかでこの提言における「おせっかい」を定義しておくといいと思う。
・P5の14行目に例示している施設は地域包括支援センターよりボランティア活動センターの方が幅広く課題に対応しているのでよりいいと思う。
・P６の９行目の「教育コミュニティづくりの取組みである。」のところに、「孤立している人」「困っている人」に対する教育コミュニティづくりで取組みの中から実践事例を調べ、アプローチの方法やどんなつながりができたかなどを具体的に表現できればよりいいと思う。
・P7の8行目の「NPO・企業・大学が行っている活動をうまく活用」のあとに、「連携して進めなければ改善できないことや連携によってよりよい効果が期待できることを見極めて、連携していくことを期待したい」というようにどんな連携を考えているかを具体的に表現した方がいいと思う。
・P7の下から2行目に「ネットワークを広げていき」と表現されているが、その前に「ボランティア活動センターなどのコーディネーター機関と顔の見える関係を築くなど」というような具体的な表現を盛り込むとわかりやすくなると思う。
・P８の６行目の「社会教育行政だけで完結できるプランではなく」は提言の審議題を前面に出して、「誰もが孤立しない地域づくりのための社会教育行政を進めるには」という表現の方がいいと思う。
・P８の８行目に課題解決のための連携先の例として社会福祉協議会、自治会などの活動主体が書かれているが、首長部局との連携も加えるといいと思う。首長部局が政策として進めていることを社会教育行政が地域の関心を高めるなどサポートできることもあることを表現していくといいと思う。
・P8の府への提案の中に予算化や事業化ということは盛り込めないものか。
・大阪府、市町村とも財政が縮減されるとともに職員も減員され、異動が頻繁になる中、社会教育の理念を誤解したまま業務に取り組んでいる人も一定数いるのではないかと感じている。加えて、昨今、社会教育への期待が感じとりにくい情勢になっているとも思う。そのような中、市町村では他部局が取り組んでいる課題にあえて取組みにくい状況にある。そのような状況の中で、大阪府への提案として、市町村が実際にプランにあるような取組みを進める中で生じる問題についてのアドバイスや参加者が取組みについて情報交換しあえる機会の充実をしてほしいと思う。
・社会福祉協議会やボランティアセンターなどの活動主体とつながって取組みを進めていかないと「誰もが独りにならない社会」に近づかないと思う。そのために地域のリーダーを育成したり、その支援者を育てたりすることが社会教育の役割であると考えている。だから、人を育てるということが社会教育の役割であることがわかってもらえるよう、随所に「育つ」とか「育てる」という表現を盛り込んで行くことが必要だと思う。
・社会教育の「得意技」をうまく表現して、社会教育と連携すると社会福祉協議会やボランティアセンターが抱えている問題を突破できそうだと思ってもらえるようにするといいと思う。
・「なぜ、福祉に関わる課題に社会教育が関わるのか」という問いの理由の１つとして、福祉からの要請があることを入れてもいいと思う。例えば、コミュニティソーシャルワーカーは「個別案件への対応」「個を支える地域づくり」「地域福祉の基盤づくり」3つの大きな役割があるが、主には個別の案件への対応に追われているのが現状で地域福祉の基盤づくりを担う人づくりを社会教育行政に協力してもらえるとありがたいと感じると思う。
・本日の議論の中でさまざまな意見が出てきたが、本文（案）は概ねこの1年間の議論内容を反映した形になっていると思う。
＜実践プランの前文（案）について＞（資料４）
　　　・地域の社会教育に関わる人が、プランのテーマを見た時にこの課題は福祉部局、この課題は子育てというように行政の縦割りと同じく、社会教育が関わる課題ではないと思ってしまう可能性がある。
・P１の下から５行目以降に書いてあるように、プランにある取組みを社会教育行政が単独で担うとは考えていないので、提言を見た人に誤解されないようにする必要がある。そのためには実践プランにおける社会教育行政の役割が「相互学習の場をつくること」、「他部局や団体が取り組んでいる取組みとつなげること」などを想定していることがわかるようにする必要がある。
　　　・プランの対象は限定してしまうとその対象以外は関係ないと受け取られてしまうので限定しない方がいい。少しでも動機を持っている人に関心を持ったり活動を始めたりして欲しいと考えていることは間違いないので、「主な対象として想定している」というような表現にするといいと思う。
　　　・P2のプランの活用方法の一つに、地域住民から意見をもらって、それを公民館等の職員が受けとめて一緒に企画を考えていくというような方法もあっていいと思う。
　　　・障がい者の地域参加を公民館職員として進めようと思うと、最初に地域でどのような組織や団体がこのような活動に関わっているのかを調べると思う。そして、活動に関わっている人に集まってもらい、可能性や効果を見据えて企画を立てていくと思う。プランを考える際に地域資源を探ること、つながりをつくることの大事さを活用方法の中に表現しておくといいと思う。
　　　・「気づきを促す」から「できること気になることから始める意識の醸成を図る」については、必ずプランにある流れで進めないといけないというものではない。学びを実践に移す際に４つの流れをイメージしてプランを考えてもらうことは大事なのであって、市町村の実情に合わせて4つの流れの順番が変わってもいいことを表現しておくといいと思う。
　　　・プランは表現されているとおりに全て取り組んでもらうと考えているものではなく、取組内容や連携先等を市町村のおかれている実情に合わせて置き換えて使ってもらうためのあくまでも１例だということが、誰にでも伝わるようなに表現しておく必要があると思う。
＜実践プラン（案）について＞（資料５（１～４））　　
・プランの中のいくつかのプランは、異動で社会教育行政に来た人は社会教育が関わる問題ではないのではないかと思う人もいると思う。しかし、社会教育法の理念にもあるように社会教育が関わる課題は幅広く、その中で地域の実情に合わせて他の活動主体と連携して社会教育行政ができることに取組みませんかということであれば理解されると思うので、そのことがわかるような図にしていく必要があると思う。
・「気づきを促す」から「できること気になることから始める意識の醸成を図る」について全ての取組みについて、社会教育が中心となって進められるわけではなく、専門に関わっている社会福祉協議会やNPO等の組織や団体とつなげていくことになると思う。社会教育が取り組む部分をわかりやすくするには、社会教育が関わる部分をはっきりわかるように明示するといいと思う。
・当市では課題に関心を持ってもらうとか課題に関わる人を増やすことを意識して取組みを進められている方だと思うが、社会教育が押しなべてそのような意識を持って取り組めているわけではないと思う。具体的には、既に行われている体験活動や学習活動を一工夫して実践につなげていくくらいなら、やってみようと思ってもらえるかもしれない。
　　・プランには、社会教育の役割が「気づきを促す」から「できること気になることから始める意識の醸成を図る」となっているが、この提言でめざす役割に「人を育てる」ということがあると思うので、５つ目の役割になるのか総括する目的になるのかは判断できないがどちらかの形でプランの中に表現しておく必要があると思う。
　　・公民館だけでなく、図書館や博物館などの社会教育施設が関わるプランがあるといいと思う。
　　・プランを使ってもらう際に、どうして進めたらいいのかが分からない時があると思うので、実践プランを企画するところから実践に移すところまでの工程をフローチャート様式にして、具体的にどのようなことをすればいいのかがわかるようにすると使いやすくなると思う。　
　　・プランの取組内容等については、次の検討部会で協議していきたいと思う。　
　　　　　　　　　　　　
５　閉　　会　　
